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月周回衛星「かぐや」に搭載された電子分析器（MAP-PACE-ESA）による月全球磁
気異常マップの作成

Global mapping of the lunar magnetic anomaly using Map-PACE-ESA (Electron Spec-
trum Analyzer) onboard Kaguya (SELENE).
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月にはグローバルなダイポール磁場は存在しないことが知られている。しかし、Apollo Programのサンプルリターン
に強く安定した残留磁場が見つかったことや、着陸点付近でも数百 nTの磁場が観測されたことなどによって、月には表
面磁場が存在することが明らかになった。また、Apollo 15,16 Subsatelliteは月の赤道面上・高度 100kmから電子反射計
を用いて月表面の 20％を観測した。その結果、ある時期に形成された大きな Impact basinの対蹠地にあたる場所で強い
表面磁場が多く観測されることがわかった。後に Lunar Prospectorによって月全体にわたる同様の観測が行われたが、ほ
かの地形的特徴との相関は否定され、磁気異常は過去のある時期に形成された Impact basinの半径方向か対蹠地において
よく見られるという結果となり、月の異常磁場の起源を示唆するものとなった。また、強い磁気異常を持った場所は月
表面のアルベドとも相関しており、これは強い磁気異常の周りに小さな「磁気圏」のようなものが形成され、表面が太
陽風にさらされなかった結果だと考えられている。この「磁気圏」前面のショック起源と思われる電子の加熱も観測され
ている。

電子反射法は電子が月表面の磁場によって反射される際に生じる電子のピッチ角異方性を利用して月の表面磁場を測
定する方法で、Apolloや Lunar Prospectorでも用いられた。今回、月面で反射された電子のピッチ角を測定するために、
「かぐや」搭載の電子分析器（MAP-PACE-ESA : Electron Spectrum Analyzer）を利用した。「かぐや」は３軸姿勢制御衛
星であるためスピンしないので、電子分析器を月面側 (ESA-S1)、反月面側 (ESA-S2)にそれぞれ設置することで 4πの
視野を持たせている。ESAは基本的には Top-Hat型の静電分析器であるが、荷電粒子の入射口に 45°方向を中心に± 45
°の掃引を行う視野角掃引電極を置くことで 2πの視野を持つ。2008年 5月より「かぐや」MAP-PACE-ESAは高時間分
解能～2秒での観測を行った。これまでの学会でもかぐやのデータによる高時間・高空間分解能での磁気異常マップの作
成について話してきたが、それは主に方法等についてのものでマップは部分的なものだった。今回は月全体にわたる磁
気異常マップを紹介し、月の地形的特徴との関わりについて議論する。

なお電子反射法を用いる際、衛星側の磁場を測定するのに「かぐや」搭載の磁力計MAP－ LMAG のデータを使用し
た。


